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新測量技術導入に向けて
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災害監視というニーズを設定し，
新しい技術（シーズ）の有効性を解説
我々が担うべき役割について言及



真実は解らないもの

測量は，事実を表現するための作業
事実は，真実と異なる
測量には，必ず誤差が含まれている

仮説を構築して真実に迫ろうとするのが科学
測量は，それを支えている

要求精度の明確化が重要



人工衛星画像の高分解能化
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衛星画像で災害監視



津波を捉えた画像
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常時監視は困難
極軌道衛星
高度：約600～800km

周期：約1.5～2時間
回帰周期：7～10日

静止軌道衛星
高度：36,000km

人工衛星は，常時観測に向いていない



同じ点の観測も困難



変化抽出の結果

従来手法による変化抽出 提案手法による変化抽出 対象エリア



高精度基準点が必要



高精度基準点の例
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画像基準点の重要性

画像基準点衛星画像



レーザー計測も同様



変化抽出の問題



ランダムノイズ
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多点計測の有効性
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面抽出による監視

2004年9月11日



地理情報システム
シーズ（GIS技術）
多くのフリーウェアが登場
Web GIS（Google Maps, 電子国土, Map Server）

ニーズ（ユーザー）
業務用のシステムは未だ高価
有効に活用されているとは言い難い？
システムの構築には専門知識が必要
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GPSカメラの活用







先進的なGIS導入機関

千葉県　浦安市，市川市
大阪府　豊中市
北海道　池田町
熊本県　八代市

ニーズとシーズを結ぶ技術者が極めて重要



ニーズとシーズの一致に向けて

公共団体：　新技術への理解
技師・技官に本来の働きをしてもらう

民間企業：　高度技術の提供
多様な技術シーズによりサービスを提供

工学系大学：　人材育成
基礎力を重視した人材育成



測量における基礎

数学・地球科学・物理学
情報工学（プログラミング）
土木工学
電気・電子工学



おわりに
公共測量作業規定とうまく付き合う
精度を担保することは極めて重要
測量成果は多方面への活用が期待

発注者のニーズを把握
作業規定に則らないというオプション
その場合，独自の規定が必要


